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出雲弥生の森博物館だより
IZUMO　YAYOINOMORI　MUSEUM

季 刊
弥 生 の 出 雲 王 に 出 会 え る

第 45 号
（2022 年 4 月）

よすみちゃん

第45号

▲屋台村

▲子ども獅子舞
▲写真を
撮ろう

４
月
29
日（
金
・
祝
）
開
館
記
念
日

４
月
29
日（
金
・
祝
）～
30
日（
土
）

　

屋
台
村
・
喫
茶
コ
ー
ナ
ー

　
（
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
は
29
日
限
定
）

10
時
～
15
時

　

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
探
し
ゲ
ー
ム

　

展
示
ガ
イ
ド
サ
ー
ビ
ス

●
館
長
ガ
イ
ド　
　

10
時
～
11
時

●
企
画
展　
　
　
　

11
時
～
12
時

●
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展　

13
時
～
13
時
30
分

●
ス
ポ
ッ
ト
展　
　

14
時
～
14
時
30
分

古
代
体
験
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル10

時
～
15
時

　

和
同
開
珎
づ
く
り
・

　
　

か
ん
む
り
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト

古
代
出
雲
歴
史
博
物
館

　

プ
ラ
板
づ
く
り

荒
神
谷
博
物
館

　

ま
が
玉
ネ
ッ
ク
レ
ス
づ
く
り

八
雲
立
つ
風
土
記
の
丘

　

よ
す
み
コ
ー
ス
タ
ー
づ
く
り

出
雲
弥
生
の
森
博
物
館

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

　

出
雲
商
業
高
校書

道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

９
時
30
分
～
10
時

　

博
物
館
探
検
隊　10

時
30
分
～
11
時
30
分

　

よ
す
み
ち
ゃ
ん
ク
イ
ズ

13
時
～
14
時

　
「
よ
す
み
ち
ゃ
ん
・
み
す
よ
ち
ゃ
ん
」

と
写
真
を
撮
ろ
う
！

10
時
～
15
時

　

西
谷
墳
墓
群
史
跡
公
園
ガ
イ
ド

10
時
～
15
時

出
雲
弥
生
の
森
ま
つ
り
２
０
２
２

 

花
谷
館
長
が
常
設
展
を
ご
案
内
！

 

も
の
づ
く
り
た
い
け
ん
が
大
集
合
！

４
月
30
日（
土
）

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

　
「
子
ど
も
獅
子
舞
」 

　
　
　

三
谷
神
社
獅
子
舞
保
存
会

　

９
時
30
分
～
10
時

５
月
１
日（
日
）

　
「
ま
が
玉
」「
缶
バ
ッ
ジ
」づ
く
り
体
験

10
時
～
12
時
・
13
時
～
15
時

＊
お
ね
が
い
＊

マ
ス
ク
着
用
、
出
入
口
で
の
手
指

消
毒
、
体
温
測
定
、
氏
名
・
電
話

番
号
・
住
所
の
記
入
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

※
感
染
症
の
拡
大
防
止
の
た
め
内
容

を
変
更
す
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま

す
。
最
新
情
報
は
博
物
館
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▶
ま
が
玉

　
ネ
ッ
ク
レ
ス

▶
よ
す
み

　
コ
ー
ス
タ
ー

▶
プ
ラ
板

▶
和
同
開
珎

▶
ペ
ー
パ
ー

　
ク
ラ
フ
ト

▲まが玉

▲缶バッジ

無料無料無料無料無料

無料無料

無料

無料

有料有料

有料有料有料 有料

 

「
わ
た
が
し
」
も
ら
え
ま
す
！

 

バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
に
は
い
れ
る
ぞ
！

５
月
３
日
・
４
日
・
５
日（
祝
）

　

キ
ャ
ラ
探
し
ス
ー
パ
ー

 

プ
レ
ゼ
ン
ト
が
も
ら
え
る
よ
！
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第45号

「
て
ん
じ
ん
ム
ラ
の
歴
史

―
天
神
遺
跡
と
周
辺
の
調
査
か
ら
―
」

「
徹
底
解
説
！ 

日
本
博
in
出
雲
」

★
春
季
企
画
展

★
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展

溝跡で見つかった土師器
（天神遺跡・古墳時代初め）

　

今
回
の
企
画
展
で
は
、
出
雲
市
天
神

町
・
塩え

ん
や
あ
り
は
ら

冶
有
原
町
に
広
が
る
天
神
遺
跡

と
そ
の
周
辺
に
分
布
す
る
遺
跡
を
「
て

ん
じ
ん
ム
ラ
」
と
呼
ぶ
こ
と
と
し
ま
す
。

　

天
神
遺
跡
で
初
め
て
発
掘
調
査
が

行
わ
れ
た
の
は
、
お
よ
そ
50
年
前
、

１
９
７
１（
昭
和
46
）年
の
こ
と
で
、
翌

年
に
報
告
書
が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
11
回
の
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、

そ
の
他
、
周
辺
の
遺
跡
で
も
注
目
さ
れ

る
発
見
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
調

査
を
通
し
て
、「
て
ん
じ
ん
ム
ラ
」
で
の
、

縄
文
時
代
か
ら
現
在
に
至
る
人
び
と
の

営
み
が
明
ら
か
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
企
画
展
で
は「
て
ん
じ
ん
ム
ラ
」

の
歴
史
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
人
び

と
が
そ
こ
に
暮
ら
し
た
背
景
に
つ
い
て

考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
、
天
神
遺
跡
の
一
帯
は
住
宅
街

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
昭
和
40
年
代
ま

で
は
水
田
の
中
に
集
落
が
散
在
す
る
景

観
で
し
た
。

　
「
て
ん
じ
ん
ム
ラ
」
で
は
、
弥
生
時

代
中
期
か
ら
集
落
が
大
き
く
な
っ
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
が
、
ム
ラ
周
辺
に
広

が
っ
た
低
湿
地
を
水
田
な
ど
に
開
発
す

　
「
日
本
博
」
は
、
東
京
２
０
２
０
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
見

据
え
て
ス
タ
ー
ト
し
た
、
大
型
国
家
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
総
合
テ
ー
マ
「
日

本
人
と
自
然
」
の
下
に
、
縄
文
時
代
か

ら
現
代
ま
で
続
く
「
日
本
の
美
」
を
国

内
外
に
発
信
し
、
次
世
代
に
伝
え
る
こ

と
で
、
更
な
る
未
来
の
創
成
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　

全
国
各
地
で
こ
の
「
日
本
博
」
関
連

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
め
ら
れ
る
中
、

出
雲
市
に
お
い
て
も
令
和
２
年
度
か

ら
、「
神
々
の
集
う
国
『
出
雲
』
体
験

フ
ェ
ス
タ 

～
日
本
博
in
出
雲
～
」（
以

下
、「
日
本
博
in
出
雲
」
と
い
う
）
と

銘
打
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
「
日
本
博
in
出
雲
」
の
内
容
は
、
Ｖ

Ｒ
／
Ａ
Ｒ
技
術
を
応
用
し
た
デ
ジ
タ
ル

コ
ン
テ
ン
ツ
の
開
発
、
歴
史
観
光
資
源

を
紹
介
す
る
プ
ロ
―
モ
ー
シ
ョ
ン
映
像

の
制
作
、
展
示
施
設
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト

へ
の
周
遊
促
進
、
出
雲
神
楽
の
公
演
や

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
、
出
雲
の
地

酒
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
な
ど
、
多
岐

に
わ
た
り
ま
す
。

　

残
念
な
が
ら
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
と

好
評
開
催
中
～
５
月
30
日（
月
）

好
評
開
催
中
～
7
月
4
日（
月
）

る
拠
点
と
し
て
の
性
格
が
強
か
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
天
神
遺
跡
や

海
上
遺
跡
で
は
、
低
湿
地
に
水
場
を
つ

く
り
、
加
工
途
中
の
木
製
品
や
木
材
を

保
管
し
た
場
所
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

近
く
に
木
製
品
の
工
房
が
あ
っ
た
よ
う

で
す
。
こ
う
し
た
木
材
の
集
積
も
拠
点

的
な
性
格
を
示
す
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

弥
生
の
「
て
ん
じ
ん
ム
ラ
」
の
集
落

は
古
墳
時
代
初
め
に
衰
退
し
、
そ
の
後

も
人
び
と
の
活
動
は
盛
衰
を
繰
り
返
し

た
よ
う
で
す
が
、
古
墳
時
代
か
ら
古
代
、

中
世
に
至
る
ま
で
、
同
様
に
周
辺
を
開

発
す
る
拠
点
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

天
神
天
満
宮
北
側
の
調
査
で
、
奈
良

時
代
の
倉
庫
の
跡
が
見
つ
か
っ
て
お
り
、

近
隣
か
ら
税
と
し
て
集
め
ら
れ
た
稲
な

ど
が
収
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
山
陰
本
線
沿
い
の
天
神
北
公

園
近
く
の
調
査
で
奈
良
時
代
の
瓦
が
ま

と
ま
っ
て
出
土
し
、
そ
の
量
か
ら
瓦
を

棟
に
の
せ
た
建
物
が
近
く
に
あ
っ
た
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。
天
満
宮
か
ら
北

公
園
に
及
ぶ
広
い
範
囲
に
、
役
所
に
関

わ
る
施
設
の
存
在
を
推
定
で
き
ま
す
。

　
「
て
ん
じ
ん
ム
ラ
」
の
名
は
、
天
神

天
満
宮
に
由
来
し
ま
す
。
古
文
書
や
棟

札
か
ら
、
戦
国
時
代
に
は
存
在
し
た
と

分
か
り
ま
す
。

　

こ
の
天
神
天
満
宮
の
参
道
や
境
内
と

同
じ
方
向
を
向
く
の
が
、
天
満
宮
か
ら

東
へ
２
０
０
ｍ
の
と
こ
ろ
に
あ
る
浄
音

寺
で
す
。
本
堂
の
北
か
ら
西
に
か
け
て

土
塁
が
残
り
、「
伝
塩
冶
氏
館
跡
」
と

伝
わ
り
ま
す
。
こ
の
居
館
跡
で
注
目
さ

れ
る
の
が
、
近
世
の
石
州
街
道
と
の
関

係
で
す
。
塩
冶
町
海
上
付
近
か
ら
南
に

折
れ
て
進
む
と
、
再
び
屈
曲
し
て
居
館

跡
を
避
け
る
よ
う
に
し
て
通
っ
た
の
で

す
。
つ
ま
り
、
石
州
街
道
は
居
館
に
関

わ
っ
て
設
定
さ
れ
た
と
言
え
、
居
館
は

交
通
上
の
拠
点
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
中
世
か
ら
天
神

天
満
宮
の
位
置
が
変
わ
ら
な
い
と
す
れ

ば
、
天
満
宮
は
館
跡
の
主
に
よ
っ
て
勧

請
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
言
え
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
「
て
ん
じ
ん
ム
ラ
」
は
、

出
雲
平
野
で
の
開
発
拠
点
の
一
つ
と
し

て
長
く
存
在
し
て
き
た
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。　
　
　
　
　
　
（
髙
橋　

周
）
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第45号

「
徹
底
解
明
！
常
楽
寺
柿
木
田
１
号
墳

―
神
西
湖
南
岸
の
古
墳
文
化
を
さ
ぐ
る
―
」

旬
の
贈
り
物

★
ス
ポ
ッ
ト
展

★
古
文
書
の
森
を
ゆ
く
⑩

　

古
墳
時
代
前
半
期
の
神
西
湖
南
岸
に

常じ
ょ
う
ら
く
じ
か
き
の
き
だ

楽
寺
柿
木
田
１
号
墳（
前
方
後
円
墳
）

は
築
か
れ
ま
し
た
。
当
時
の
神
西
湖
は

日
本
海
と
つ
な
が
る
入
江
で
あ
り
、
水

上
交
通
の
要
所
で
し
た
。

　

当
古
墳
の
発
掘
調
査
で
は
、
河
原
石

の
礫れ

き
し
ょ
う床と

枕ま
く
ら
い
し石を

持
つ
埋
葬
施
設
が
見

つ
か
り
ま
し
た
。
同
様
の
埋
葬
施
設
は

周
辺
の
古
墳
で
も
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。
古
墳
時
代
前
半
期
に
は
地
域
特
有

の
埋
葬
施
設
が
発
達
し
、
独
自
の
古
墳

文
化
を
形
成
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ス
ポ
ッ
ト
展
で
は
、
常
楽
寺
柿
木
田

１
号
墳
の
調
査
成
果
や
周
辺
古
墳
の
状

況
を
も
と
に
、
神
西
湖
南
岸
の
古
墳
文

化
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。（
幡
中 

光
輔
）

※
江
戸
時
代
の
百
科
事
典
で
は

石
に
生
え
、
昆こ

ん
ぶ布

に
似
て
い

る
と
書
か
れ
て
い
る
。

　
「
御お

ん
ち
さ
ん
わ
か
め

地
産
和
布
、
他
へ
進
物
に
致
し

た
く
そ
う
ろ
う
」
…
出
雲
市
多
伎
町
で

か
つ
て
た
た
ら
製
鉄
に
関
わ
っ
て
い
た

お
宅
で
見
つ
か
っ
た
書
状
に
は
、
進
物

用
と
し
た
い
の
で
出
雲
国
産
の
上
等
な

ワ
カ
メ
を
調
達
し
て
欲
し
い
、
と
の
依

頼
が
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
現
在
も
島

根
の
ワ
カ
メ
は
特
産
物
で
あ
り
、
乾
燥

さ
せ
た
板
ワ
カ
メ
は
お
土
産
と
し
て
も

人
気
で
す
。

　

ご
飯
の
お
供
や
味
噌
汁
の
具
と
し
て

欠
か
せ
な
い
ワ
カ
メ
は
「
メ
ノ
ハ
」
と

も
呼
ば
れ
、
松
江
藩
の
様
々
な
名
物
を

相
撲
の
番
付
に
見
立
て
た
「
雲う

ん
よ
う
こ
く
え
き

陽
国
益

鑑か
が
み」

で
は
、
前
頭
十
三
枚
目
に
「
浦
々

の
和
布
」
と
し
て
ラ
ン
ク
イ
ン
し
て
い

ま
す
。ワ
カ
メ
が
他
国
に
売
り
出
さ
れ
、

「
国
益
」
と
な
る
産
物
で
あ
っ
た
事
が

判
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
江
戸
時
代
末
に

作
成
さ
れ
た
「
出い

ず
も
め
い
ぶ
つ
ば
ん
づ
け

雲
名
物
番
付
」
に
は

「
日
御
碕
の
和
布
」
が
挙
げ
ら
れ
て
お

り
、
特
に
有
名
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

日
御
碕
神
社
で
は
社
伝
に
基
づ
き
、

毎
年
旧
暦
の
１
月
５
日
に
神
職
が
ワ
カ

メ
を
採
取
し
、
御
祭
神
に
供
え
る
和め

か布

刈り
し
ん
じ

神
事
が
行
わ
れ
て
お
り
、
一
年
の
漁

の
安
全
と
豊
漁
を
祈
り
ま
す
。
神
事
が

終
わ
る
と
そ
の
年
の
ワ
カ
メ
漁
が
始
ま

好
評
開
催
中
～
５
月
30
日（
月
）

り
ま
す
。

　

さ
て
、
ワ
カ
メ
の
旬
は
３
月
下
旬
か

ら
５
月
下
旬
ご
ろ
で
、
冒
頭
の
ワ
カ
メ

の
調
達
依
頼
が
送
ら
れ
た
の
は
旧
暦
の

５
月
下
旬
、
新
暦
で
は
６
月
半
ば
ご
ろ

で
す
。
ち
ょ
う
ど
新
ワ
カ
メ
が
市
場
に

出
回
る
時
期
で
す
か
ら
、
進
物
用
に

ピ
ッ
タ
リ
の
品
と
言
え
ま
す
。
手
紙
の

送
り
主
は
石
見
国
の
内
陸
、
大
森
銀
山

の
住
人
だ
っ
た
の
で
、
海
岸
部
に
住
む

受
け
取
り
主
に
調
達
を
頼
ん
だ
の
で

し
ょ
う
。
乾
燥
さ
せ
れ
ば
日
持
ち
し
、

軽
く
て
運
び
や
す
い
ワ
カ
メ
は
、
海
産

物
に
縁
遠
い
山
間
部
で
も
手
に
入
る
海

の
幸
と
し
て
喜
ば
れ
た
品
で
し
た
。

　

ワ
カ
メ
は
昔
か
ら
、
商
品
と
し
て
も

贈
答
品
と
し
て
も
優
秀
な
出
雲
の
特
産

物
だ
っ
た
の
で
す
。　
　
（
荒
川 

英
里
）

『和漢三才図会』九十七巻 水草類より
（国立国会図書館デジタルコレクション）

常楽寺柿木田１号墳上空から
神西湖・北山山系と日本海を望む

な
っ
た
催
事
も
あ
り
ま
す
が
、
今
回
の

展
示
で
は
、
令
和
２
～
３
年
度
に
実
施

し
た
「
日
本
博
in
出
雲
」
の
取
組
を
、

パ
ネ
ル
等
で
詳
し
く
ご
紹
介
い
た
し
ま

す
。

　

さ
ら
に
、「
日
本
博
in
出
雲
」
で
作

製
し
た
神
楽
面
な
ど
も
、
傍
ら
に
ブ
ー

ス
を
設
け
て
展
示
い
た
し
ま
す
の
で
、

こ
の
機
会
に
あ
わ
せ
て
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　

本
展
示
が
、
全
国
に
誇
る
「
出
雲
の

魅
力
」
を
再
発
見
す
る
契
機
と
な
れ
ば

幸
い
で
す
。

（
三
原 

一
将
）
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　　　　　　年末年始

第45号

　

ち
ょ
う
ど
50
年
前
の
１
９
７
２
年
３

月
27
日
、
新
聞
各
紙
の
朝
刊
１
面
を
飛

鳥
美
人
た
ち
の
写
真
が
飾
っ
た
。
奈
良

県
明
日
香
村
で
の
高
松
塚
古
墳
壁
画
発

見
を
報
じ
る
記
事
だ
っ
た
。

　

２
日
後
の
29
日
に
は「
カ
ラ
ー
特
報
」

と
し
て
色
鮮
や
か
な
飛
鳥
貴
婦
人
の
人

物
群
像
や
玄
武
・
青
龍
・
朱
雀
・
白
虎

の
四
神
、
日
月
と
星
座
を
表
現
し
た
天

井
画
な
ど
が
紙
面
を
彩
っ
た
。
高
校
に

あ
が
る
直
前
の
私
も
、
こ
の
色
鮮
や
か

な
壁
画
に
衝
撃
を
受
け
た
記
憶
が
あ

る
。

　

高
松
塚
古
墳
の
石
室
は
、
タ
テ
ヨ
コ

１
ｍ
、奥
行
２
ｍ
ほ
ど
の
小
さ
な
箱
で
、

凝
灰
岩
の
切
石
を
組
ん
で
作
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
内
面
全
体
を
し
っ
く
い
で
塗

り
こ
め
て
カ
ン
バ
ス
と
し
、
そ
こ
に
極

彩
色
の
絵
画
が
描
か
れ
て
い
た
。

　

高
松
塚
古
墳
壁
画
は
、
考
古
学
だ
け

で
な
く
、
古
代
史
や
美
術
史
、
保
存
科

学
な
ど
が
各
々
の
境
界
を
越
え
て
共
同

で
研
究
す
る
学
際
研
究
だ
け
で
な
く
、

中
国
や
韓
国
の
学
者
を
巻
き
込
ん
だ
国

際
研
究
を
も
進
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
古
代
史
ブ
ー
ム
に
火
を
つ
け

た
の
も
こ
の
壁
画
だ
っ
た
。
マ
ス
コ
ミ

も
文
化
財
や
遺
跡
発
掘
を
記
事
に
取
り

上
げ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。

★
館
長
古こ

ら

む
来
夢

　

奈
良
で
発
掘
の
仕
事
を
始
め
て
驚
い

た
の
は
、
新
聞
各
社
と
も
奈
良
支
局
に

文
化
財
担
当
記
者
を
置
い
て
い
る
こ
と

だ
っ
た
。
記
者
の
面
々
は
よ
く
発
掘
現

場
に
顔
を
出
し
て
い
た
。
た
だ
現
場
の

記
者
発
表
は
共
同
会
見
と
な
る
。
各
紙

の
記
事
に
は
差
が
出
に
く
い
。
足
し
げ

く
通
っ
て
く
れ
た
記
者
に
は
後
日
、
会

見
で
出
さ
な
か
っ
た
小
ネ
タ
を
提
供
し

て
苦
労
に
報
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

出
雲
市
に
来
て
か
ら
、
矢
野
遺
跡
で

山
陰
最
古
の
弥
生
土
器
が
見
つ
か
っ

た
。
赤
い
太
陽
の
よ
う
な
絵
が
珍
し
く

報
道
発
表
し
た
が
、
ど
の
社
も
反
応
し

な
い
。
奈
良
で
親
し
く
し
て
い
た
記
者

に
連
絡
す
る
と
大
い
に
興
味
を
示
し
、

関
西
版
の
記
事
に
し
て
く
れ
た
。
そ
の

土
器
は
今
、
博
物
館
の
展
示
室
を
照
ら

し
て
く
れ
て
い
る
。　
　
（
花
谷　

浩
）

▼
春
季
企
画
展

　

好
評
開
催
中
～
５
月
30
日（
月
）

　
「
て
ん
じ
ん
ム
ラ
の
歴
史

　

―
天
神
遺
跡
と
周
辺
の
調
査
か
ら
―
」

　

●
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

　
　

４
月
24
日（
日
）・
５
月
22
日（
日
）

　
　

※
い
ず
れ
も
10
時
か
ら

▼
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展

　

好
評
開
催
中
～
7
月
4
日（
月
）

　
「
徹
底
解
説
！
日
本
博
in
出
雲
」

　

●
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

　
　

５
月
29
日（
日
）10
時
か
ら

▼
ス
ポ
ッ
ト
展

　

好
評
開
催
中
～
５
月
30
日（
月
）

　
「
徹
底
解
明
！
常
楽
寺
柿
木
田
１
号
墳

　

―
神
西
湖
南
岸
の
古
墳
文
化
を
さ
ぐ
る
―
」

▼
出
雲
弥
生
の
森
ま
つ
り
２
０
２
２

　

４
月
29
日（
金
・
祝
）

　

４
月
30
日（
土
）

　

５
月
１
日（
日
）

　

５
月
３
日（
火
・
祝
）～
５
日（
木
・
祝
）

★
展
示
の
ご
案
内

★
イ
ベ
ン
ト
の
ご
案
内

★
講
座
の
ご
案
内

▼
職
員
リ
レ
ー
講
座

●
受
講
料　

各
３
０
０
円

①
６
月
11
日（
土
）14
時
～
16
時

　
「
鰐
淵
寺
の
調
査
」（
仮
）

　
●
講
師　

石
原　

聡

②
６
月
25
日（
土
）14
時
～
16
時

　
「
出
雲
市
内
の
古
文
書
」（
仮
）

　
●
講
師　

春
日　

瞳

③
７
月
９
日（
土
）14
時
～
16
時

　
「
重
要
文
化
財　

日
御
碕
灯
台
」（
仮
）

　
●
講
師　

吾
郷　

誠

▼
企
画
展
関
連
講
演
会

　

７
月
２
日（
土
）14
時
～
16
時

　
「
瀬
戸
内
の
弥
生
墓
に

供
え
ら
れ
た
土
器　
　

―
伊
予（
愛
媛
県
）を
中
心
に
―
」

　
●
講
師　

松
村　

さ
を
里　

氏

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
中
止
と
な
っ
た
冬
季
企

画
展
関
連
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

最
新
情
報
は
博
物
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

講
座
の
申
込
に
つ
い
て

定
員
50
名　

当
日
受
付
な
し　

事
前
申
込
必
須（
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
み
）

●
申
込
受
付
時
間 

９
～
17
時

●
必
要
事
項 

氏
名
・
電
話
番
号
・
住
所

※ 

講
座
当
日
は
、マ
ス
ク
着
用
、手
指
消
毒
、

体
温
測
定
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

詳しく
は

１ペー
ジへ！


